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1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4270104054

法人名 社会福祉法人　啓正会

申し送りを連絡ノートの記入だけではなく口頭での確認を行う。

事業所名 グループホームモン・サン　あぜかり Ⅰ

所在地 長崎市豊洋台1丁目3番1号

自己評価作成日 令和3年9月30日 外部評価結果確定日 令和3年12月20日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/42/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=4270104054-00&ServiceCd=320&Type=search

評価機関名 有限会社　医療福祉評価センター

所在地 長崎市弁天町14-12

訪問調査日 令和3年11月25日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

施設は、山の中腹にあり周りは自然あふれる地域となっている。系列以外の他事業所と連携
も取っているため、些細なことでも相談することができ連携を行うことで早い問題解決へつなぐ
ことが可能となり、利用者やご家族へ安心していただける体制となっている。外出等ができな
いため常にアンテナをはり、可能な限りおやつ会など開催できるよう全職員のチーム力活かし
積極的な活動が行える体制が整っている。母体が医療法人であるため医療連携がしっかり取
れ主治医とも密な連携を行っている。

2. 数日に1回程度

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない
1. ほぼ全ての利用者が 1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
1. 毎日ある 1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての家族等が

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある

1 有限会社　医療福祉評価センター



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

法人理念、モンサングループ理念、あぜかり
理念があり、新人さんへの周知は入社時のｵ
ﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝにて行っている。理念をもとに入
居者との会話や様子などを通して職員間で
情報共有を行いケアへ反映していく流れを
作っている。

コロナの影響で、自治会行事や近隣の小学
校との交流が難しい状態ではあるが、小規模
の清掃活動やご近所の方とは顔見知りであ
るため関係構築を継続して行っている。

コロナの影響により書面での報告を行ってい
る。内容は各委員会活動報告、施設の様子
などの説明となっている。コロナが終息したら
直接、顔を合わせて会議を行いたいという意
向を確認した。

縦の連携先として、長崎市福祉総務課や行
政センターがある。横の連携先としてグルー
プホーム協議会がある。縦と横の連携を行う
ことで早い問題解決へつなぐことが可能とな
り、利用者やご家族へ安心していただける体
制となっている。

現在、理念と別に各ユニットで目標を
設定している。職員は理念と目標はど
ちらも大切という認識ではあるが、比
重としてはユニットの目標に重きをお
いているようである。今後は、理念と
目標を明確に区別し、落とし込みと振
り返りを行う時間を共有し、より理念を
活かしケアへ反映できる取り組みに期
待する。

ご家族へ事業所内の様子や状況を
知っていただけるように、運営推進会
議の議事録を、送付するなど情報提
供に期待する。

コロナ禍で昨年は行えていないが、鳴見台
小学校との総合学習。

実際には介護スタッフは「運営推進会議と
は」の周知が出来ているかどうかは不明で
ある。

理念を共有しているかは各々がまず理念が
頭の中にあるかどうかで時折1人1人理念を
復唱したら良いと感じます。(内容を理解)

日常的な交流は厳しいが自治会総会及び
市民大清掃の参加は出来ている。運営推進
会議に自治会長の参加。(昨年は行えてい
ない)

管理者、ケアマネは他事業者との連絡を取
る機会は多々ある為、良い取り組み等を広
げていきたい。

2 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

身体拘束適正化虐待防止委員会を月に1度
行い、委員会メンバーから意見を聞き取り、
各フロアーに落とし込みを行い、周知し、ケア
へ反映する流れを作っている。身体拘束につ
いては入居時にご家族へ説明を行っている。
万が一、身体拘束が必要かと検討した場合
は、まず主治医へ相談し、見守りを強化し手
厚いケアを行う体制が整っている。

ご家族からの意見は主に電話を使用してい
る。意見の内容は、申し送りなどで職員へ周
知を行い情報共有を行っている。電話以外で
ZOOMやＬＩＮＥ電話を利用してコミュニケー
ションを図れる工夫をしている。

法人で個人面談を行い、施設では随時、ホー
ム長、主任、ケアマネージャーと一人に片寄
ることなく職員からの意見を聞き取ることがで
できるため、各職員へ寄り添う体制が整って
いる。

カンファレンス開催時、委員会会議の際に色
んな意見が聴かれ反映させている。
またプラン作成にも役立っている。

契約は入居時若しくは入居前(御家族の都
合に合わせ)に行っている。管理者(主任も含
む)が行っている。疑問や質問に答えてい
る。

昨年、今年とコロナ禍で運営推進会議を開
催できていないが包括、行政センターに報
告をしている。(文章提出)

ひやりハットの提出を集計し身体拘束適正
化/虐待防止委員会と共に支援の支援の振
り返りになっていると思われる。

後見人制度についての研修会は数年前に
受けたが理解はしきれていない。機会があ
れば参加したい。
※後見人制度利用者は1名居る。

委員会活動が定着してきており、1人1人の
意識は確実に高まっていると思われる。

3 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

法人外研修の参加は現在していない。カン
ファレンス、委員会活動(会議)を通じ各々の
振り返りの場はある。

代表者及び管理者は外に出る機会が多い
が介護職員は特にない。

勤務表はホーム長(管理者)が事前に職員の
都合等を聴き取り、よく配慮がなされている
と思う。

4 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

入居者写真や思い出の品などそれぞれが馴
染みのものを部屋に置き日々を送られてい
る。コロナの影響により外出が難しいため施
設内で工夫し、馴染みのある食べ物や行事
を開催している。直近では、昼食にバーベ
キュー大会、15時にはたこ焼きパーティーを
したりと常にアンテナをはり、可能な限り開催
できるよう全職員のチーム力活かし積極的な
活動が行える体制が整っている。

事務所含め面会時、電話対応では進んで近
況報告を行い、安心を与え相談しやすい雰
囲気作りに努めている。

・入居時に使い親しんでいた物の持ち込み
を許可している(全て許可という訳ではない)
・以前は老人会の方の面会や在宅でお世話
になっていたヘルパーさんの訪問もあった。

入所して直ぐは、ホームでの生活リズムに
慣れて頂く事を優先している。(安心感を持っ
て頂く)

現状、業務に追われているが、少しの時間
を利用し、軽作業、散歩と関わりを持つ工夫
をしている。

入所前に短い時間内に多くの情報を収集し
ケアマネより各フロアに情報提供を行ってい
る。
※面談には入所するフロア職員も参加して
いる。

御家族及び本人様の要望を聴きながら出来
ない事、出来る事を見極め、初めが大切な
ので説明している。きちんと話を行えている
と思う。

5 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

入居者から食べたい物の希望があった場合
には、ご家族に相談をして購入したりし、少し
運動をしてもらいたいとのご家族からの希望
があった場合には、母体の病院へ週２回リハ
ビリに通うなど、臨機応変に対応をしている。
意思疎通が難しい方の場合には、職員が日
頃の様子をよく観察をし、代弁するようにして
いる。

できるだけ入居者や、ご家族からの希望を聞
き取り入れたいが、ご家族も今の現状を維持
してほしいということが多く、何気ない会話の
中からの情報から希望に取り入れるなど、工
夫をしながら介護計画を作成している。介護
計画作成時には、毎回同じ内容にならないよ
うに、職員が主体の内容にならないように留
意しながら作成をしている。

日々の観察、申し送り、個人記録を見返しな
がら業務に入る様に努めている。

ケアプラン作成に関しては介護職員からの
気付きや変更等の意見を基に作成してい
る。
※家族の要望及び本人様の要望を聴いて
いる。

1人1人の要望はプラン作成時に聴き取り記
載しているが職員が把握しているかは明確
ではない為、カンファレンスの際確認を行っ
ている。

本人様の生活歴(仕事、出身地、得意分野)
等を再度確認しながら馴染みの関係作りに
役立てる様にしている。

1人1人認知症の症状が異なる為、その時々
で関わりに変化があるので職員がクッション
役となり支援を行っている。

退所された方2名の配偶者2名が入居された
ケースがある。現在退去された息子様も予
約が入っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11）○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

母体の医療法人から、月２回訪問診療に来
てもらっている。母体の病院にない診療科に
ついては、近所の病院へ職員が同行をして
いる。日中様子がおかしいようであれば、早
めに主治医へ指示を仰ぐようにしており、職
員が１人体制となる夜勤者への負担を減らす
ようにしている。

週4回の医療連携、母体病院からの退院後
指導による看護師の訪問でアドバイスを頂
き助かっている。直ぐに相談が行え安心で
ある。

実際必要に応じた入院治療がある為、医療
機関に任せている。入退院の様子は連絡表
でやり取りを行っている。

移動スーパー、移動パン屋等が同系列の施
設が利用している。
地域団地内の夏祭りに参加。
(令和２．３年はコロナの影響で中止となって
いる)

母体の病院との関わり(居宅療養管理指導)
がある為、安心できる体制ではあるが、緊急
時の夜間体制のマニュアルを時々確認して
おく心掛け。

個人記録及び、ひやりはっとからも次回のプ
ラン作成にヒントがある。
※小さな事柄や、気づきを記録しておく様周
知してもらう。

意思表現出来る方に対しては、スムーズに
対策が考えられるが、困難な方は日頃から
の観察や変化、記録を基に支援を行ってい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13）○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を日常的に防火管理及
び消火、避難訓練等を実施することにより、全職
員が身につけるとともに、地域との協力体制を築
いている。
また、火災等を未然に防ぐための対策をしている

食事がとれなくなって、ミキサー食や補助食
品へ変えたりして対応をしても難しい場合、
主治医へ相談をしている。主治医の判断で、
看取りの時期になってきているとのことであ
れば、ホーム長や職員からご家族へ話をし、
主治医からもご家族へ話をして、今後のこと
を話し合っている。施設では看取りを実施し
ていないことを入居時に説明をしており、その
後は母体の病院などへ転院をしている。

消火栓を使う訓練の際には、自治会へ参加
を呼びかけたが、平日に日中仕事をされてい
る方がほとんどの地域の為、参加は難しかっ
たとのことである。しかし、自治会としては何
かあれば手伝うという意識である。また、隣に
同じ法人の特別養護老人ホームがある為、
何かあれば協力を得られる体制である。

火災時、地震の訓練は行えているが地域と
の協力訓練は行えていない。
備蓄(水・食料等)は備えてある。

現状取り組んでいない。
何かあれば母体である協力病院へ相談して
いる。

実践としては、年１回程度しか行えていな
い。
急変時の連絡体制は整っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

リモートで接遇研修を実施するなど、法人とし
ても言葉かけなど力を入れている。しかし、お
友達感覚で入居者と接しているケースもあ
り、ホーム長からも注意をすることはあるが、
職員みんなで注意をしあえるような環境作り
をしたいとのことでもある。

系列のグループホームの栄養士に献立を作
成してもらい、職員が食事を作っている。普
通食、刻み食、一口大の対応をしている。入
居者の中で、テーブル拭き、下膳を手伝う方
もいるとのことである。食事中は、テレビをつ
けずに食事に集中してもらうようにしている。
今後はご飯のみ施設で炊いて、おかずなど
はチルドで配達してもらえる業者へ依頼をす
るとのことである。

意思表現が行える方には本人様の要望に
出来るだけ添える支援に努めている。

配膳前に盛り方の工夫を行い、体調に合わ
せ食事形態も変えている。

自発的に話をしない方には訪室したり、こち
ら側からの言葉掛けにより想いを引き出す
工夫をしている。

希望に添っての支援までには至っていない
が、少しでも願いが叶えられる様、家族の協
力を得ている。

１人１人の尊重までの配慮を持って考えて
行わなければと、考えさせられる。小さな事
に気付き対応から少しでも願いが叶えられ
ればと思う。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16）○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

日中はトイレでの排泄を基本としているが、
立ち上がりが難しい方や夜のみオムツの方
もいる。居室にトイレがあるので、転倒防止
の為、ベットをトイレ付近に寄せる場合もあ
る。

お風呂は毎日沸かし、午前中３名程度が入
浴をしている。週2日から3日の間隔で入浴が
できるようにしている。入浴を拒んで、数日入
浴できていない状況の時には、ご家族へ話を
して入浴をすることもあるとのことである。

誤嚥防止の努め(声出し確認)。確実な服用
の為、口腔内投薬支援の方が多く見られ
る。

順番に配慮しながら入浴支援を行っている。
※拒まれても時間を見ながら再度の言葉掛
けを行っている。

下肢浮腫の方が多く午後からベッド臥床の
促しを行い、休息を取っている。

残存能力維持・向上の為、日中は出来るだ
けトイレ誘導にて排泄支援を強化している
(排泄チェックノートを準備している)

便秘な方に対しては主治医より下剤の指示
を頂きケアプランに記載している。
※時には指示にて浣腸に出向く事もある。

水分補給の促し強化。
食欲低下時には補助食品の導入。糖尿の
方の減カロリー食の提供。

口腔ケアの再確認及び、用具の点検。
義歯消毒に関しての再確認。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18）○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

入居者の各部屋が分かるように、入居時に
暖簾を持参してもらっている。居室の掃除は
職員が気になった時に行い、２階は掃除と見
守りを行う職員が行う時もある。

コロナの影響で、外出がなかなかできない状
況が続いていたが、コロナの感染状況も鑑み
ながら、少しづつ外出ができるようになってい
る。近所を散歩することもあり、外に出るだけ
れも気分転換となっている。

居室入り口には１人１人、のれんをしてお
り、自分の居室が把握出来る配慮を行って
いる。

毎日の掃除、衣替え、布団の調整等を行っ
ている。
※気温の調整

窓からの光が十分入っている共用空間で
あった。各階、壁の飾りを工夫をして、季節感
がわかるようにしている。

本人様の要望と御家族の了承の上 行って
いる。

壁に四季折々の環境整備を行っている。エ
アコンの調整、換気に努めている。

コロナ禍で昨年からは行事が思う様に行え
ていないが、お花見を各階毎にバスに乗り、
窓から見て頂く等 工夫はしているが、その
日の希望に沿っては出来えていない。

認知症の症状は少しずつ進んでおり、金銭
は出来るだけ本人には渡さない様にしてい
る。(トラブル防止)

出来るだけ活動的に生活して頂ける様 軽作
業等の促しを行いながらメリハリある生活支
援を心掛けている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

居室にトイレ、洗面台、クローゼット、整理タ
ンスが設置されている。見守りながら安心し
て生活して頂いている。
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令和 3 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○
○

○
○

○
○

○

○
○ ○

○

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある

62

63

64

65

66

67

68

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

56

57

58

59

60

61
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての家族等が

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない
1. ほぼ全ての利用者が 1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
1. 毎日ある 1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

訪問調査日 令和3年11月25日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/42/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=4270104054-00&ServiceCd=320&Type=search

評価機関名 有限会社　医療福祉評価センター

所在地 長崎市弁天町14-12

所在地 長崎市豊洋台1丁目3番1号

自己評価作成日 令和３年９月１０日 外部評価結果確定日 令和3年12月20日

　（様式１）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4270104054

法人名 社会福祉法人　啓正会

介護記録(業務日誌、個人カルテ)に対して誰が読んでも理解できる記録作成を行っていく。

事業所名 グループホーム　モン･サンあぜかり　Ⅱ
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

以前は毎年、地域の小学校４年生の総合学
習で認知症についての内容で交流を行って
いたが、新型コロナウイルスより活動を自粛
している。

施設の行事、入居状況等を報告している。
また市職員、包括、自治会の質問に答えて
いる。

全職員が一体となり、法人理念を理解しな
がら日々の業務に取り組んでいる。

コロナ渦での現在は行えてないが、以前は、
小学校との関わりや豊洋台祭りに参加を行
い、交流ができていた。

市や包括主催の研修等に参加し、交流を行
い、情報収集に役立てている。

月に一回の委員会活動が身体拘束につい
て話し合いを行い、ケアの統一、申し送りの
徹底を行っている。

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

管理者が行っているが、御家族からの質
問、要望があればスタッフも少しでも説明が
出来るように努めている。

御家族が面会に来られた際は、近況の報告
を行い、コミュニケーションを図りながら信頼
関係をを築けるように努めている。

月一回の委員会活動で話し合いを行い、言
葉遣いに注意するように努めている。

後見制度を利用されている入居者もいる
為、研修があれば参加して活かしていきた
い。

新人職員には、研修ノートを取り入れ、細か
な指導も行いながら再確認している。

日々の業務の中で職員の意見を収集し、管
理者に報告しながら問題の解決に繋げてい
る。

勤務表作成時、職員の希望を聞き入れ調整
を行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

入所当日は寄り添い話の傾聴を行いながら
安心感が持てるよう努力している。

訪問時、困っていることや要望を聞き出しス
ムーズに信頼関係作りができるよう努力して
いる。

研修や勉強会に参加しながら他施設の方々
にも話を聞き交流を図り業務の参考にして
いる。

時々、電話を行い、相手の声を聞いて安心
してして頂いたり、面会時には近況報告を行
いながら御家族との信頼関係を築く努力を
している。

少しでも不安感の解消が出来るよう、入居
者様が大切にしている物の持参や馴染みの
物を飾るようにしている。

入居者様の生活歴や身体的情報等を出来
るだけ多く収集し、支援に結びつけるよう努
めている。

不穏や不安感等が見られた際は、個別に支
援を行い、話の傾聴や安心した状態を保て
るようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

日中、ホールへの誘い出しの工夫行い、１
人の時間が長くならないよう心掛けている。

退所された方の御家族からの電話や施設に
立ち寄り話をされて行かれる事がある。

日々の記録は、ケアプランに沿って行い、次
回の作成に役立てている。また情報を共有
できるよう申し送りノートを作成して些細なこ
とでも書き込んでいる。

日々、個人記録に残していく事により出来る
ことや出来ないことを把握し、ケアプラン作
成に役立てている。

ケアプラン作成にあたりモニタリング、評価、
アセスメントを行い、入居者様や御家族との
要望を含め作成に取り組んでいる。

入居者様の要望が少しでも叶えられるよう
にケアプラン作成時に聴き取りを行ってい
る。

入所前に聞き取った情報をもとに支援を
行っていくが、入所後環境が変わる為、その
通りに行かない事もある。統一したケアが行
えるよう日々の様子を見ながら支援してる。

17 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11）○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

疾患が見られた際には、それに応じて病院
受診を行っている。

著しく体力低下されたり、特変が見られた際
には、清水病院と連絡を行い、最善の方法
を医師、御家族と話し合いながら決定してい
る。

定期的に消防立ち会いのもと避難訓練や心
臓マッサージ、AEDの使用指導をして頂いて
いる。コロナ渦である為、現在は、通報訓練
や管理者立ち会いのもと避難訓練等を実地
している。

医療連携の看護師が週に４回訪問に来ら
れ、バイタル確認や様子確認し、医療面か
らの助言も頂いている。又、退院後にも看護
師の訪問が有り、助言を頂いている。

入院になった際には、日々の様子や入院連
絡表を記入して病院に渡している。退院時
には、治療の内容や病院での状態を記入し
たサマリーを頂いている。

以前は、自治会との交流を行いながら団地
の祭り参加と小学校との総合学習の協力、
交流会を行っていたが、現在コロナにより自
粛している。

母体の清水病院の説明と連携の話を御家
族に事前に説明している。月２回の訪問診
察(居宅療養管理指導)の説明も合わせて
行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

35 （13）○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を日常的に防火管理及
び消火、避難訓練等を実施することにより、全職
員が身につけるとともに、地域との協力体制を築
いている。
また、火災等を未然に防ぐための対策をしている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

定期的に床屋さんに来て頂き、希望される
方や髪が伸びている人には散髪してもらっ
ている。また季節に応じた衣類選びもおこ
なっている。

自力で食べられるよう、個々に合わせた量
や食事形態の工夫をしながら提供を行って
いる。

常に馴染みの関係が保たれるよう個々の想
いが引き出せるコミュニケーション作りに努
めている。

入居者様優先で支援が行えるように努めて
いる。訴えがあった際には、出来る限り対応
していくように支援している。

火災訓練の実地や消防器具の点検を定期
的に行っている。夜間想定の避難訓練も実
施している。

１人ひとりの支援にあたる際、言葉掛けに注
意しながら行っている。日常からも職員同士
で注意し合っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16）○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

週２～３回入浴となっている。入浴を断られ
る事もある為、しばらく時間を置いて再度促
したり、別の職員にて対応を行っている。

個々の体調に合わせ、休息を促しながらめ
りはりのある生活の支援を行っている。

排泄チェックノートを見ながら、排泄間隔状
況を把握し、不必要な紙おむつの使用をし
ないように努力している。

排泄チェックノートを確認しながら、排便がな
い時は清水病院へ連絡行い、下剤の調整
指示や時には受診し浣腸して頂いている。

嚥下状態、咀嚼の低下等によりトロミやミキ
サーに変更したり、必要に応じ栄養補助食
品を使用したり、十分な栄養や水分摂取が
出来るように支援している。

毎食後に口腔ケアの言葉掛けや支援を行
い、残渣物除去の確認と義歯洗浄に心掛け
ている。

1人ひとりお薬手帳がある。また個人ファイ
ルにもお薬の用紙を挟めて確認が出来るよ
うにしている。分からない事があれば薬剤師
に確認するようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18）○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

電話の希望があれば事務所での電話支援
を行っている。

ホール、居室内の空調管理、照明、季節感
のある環境整備を行っている。

新型コロナウイルスにより戸外へは自粛し
ている。以前は、長崎市の行事(ランタン、お
くんち)ドライブやピクニック、花見などに出向
いていた。

基本は、事務所で金銭管理をしている。必
要な物がある場合には、事務所または御家
族へ依頼し購入して頂いている。

テーブル拭きや洗濯物たたみ、塗り絵など
得意分野を活かせるように支援している。

1人ひとりがホールのソファーで過ごされた
り、居室で自由にテレビを観られたりして過
ごされている。

居室にテレビを設置したり、馴染みのある家
具や雑貨等の持参も御家族と話して決めて
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

安全に排泄が行えるよう、トイレにブザーを
設置したり、手摺柵をつけて工夫を行ってい
る。
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令和 3 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○
○

○

○
○

○

○
○ ○

○

訪問調査日 令和3年11月25日

･母体が清水病院ということもあり、医療機関との連絡を密に取りながら入居者様の対応を行って
　いる。
･コロナ渦の中、十分に感染予防を行いながら面会を実地。コロナ感染者数に気をつけながら面会
　中止も行っている。コロナ感染者数が減少した際には桜を見にドライブを行った。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

長崎県長崎市豊洋台1丁目3番1号所在地

グループホーム モン･サンあぜかり　Ⅲ

1  自己評価及び外部評価結果

4270104054

法人名 社会福祉法人 啓正会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/42/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=4270104054-00&ServiceCd=320&Type=search

外部評価結果確定日令和3年9月30日 令和3年12月20日

事業所番号

長崎市弁天町14-12

有限会社　医療福祉評価センター

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（様式１）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

月に一回の身体拘束防止委員会を行い、そ
の人にあったケアや職員同士の言葉遣いな
どを話し合っている。虐待に繋がらないよう
ニュースである虐待も参考資料にしている。

コロナ前には、小学校や消防などの関わり
があった。啓正会の夏祭りでは地域の方に
も参加してもらっていた。
現在はコロナ渦で実地出来ていない。
運営推進会議には、報告を行っている。

活かせていない。
コロナワクチン接種が済み、コロナが落ち着
いたら活かしていきたい。

運営推進会議では、三ヶ月に一回事業所の
報告を行っている。
運営推進会議からの質問や助言等もあり、
回答したり、可能なことは参考にさせて頂い
ている。

現在はコロナ渦で行えていないが、以前は
市や包括主催の研修等に参加し、情報交換
や交流に役立てていた。

会議でどのようなことが身体拘束につなが
るのか話し合い理解できている。玄関は、ボ
タンを押すと開くように出来ている。ボタンは
何を押せば開くのか分かるように用紙に記
入している。(扉の横に貼っている)
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

入居者の怪我や痣を発見した場合は、記録
に残すようにし、御家族へ報告を行ってい
る。病院受診したことに関してはその日に連
絡を行っている。

自分はケアマネージャー試験を受け勉強を
する機会があった。他の職員にも学べる機
会が出来るようにケアマネ試験を受けるよう
進めている。

契約の時に解約、締結に関する説明を行っ
ている。御家族に質問等がないかの確認を
しながら説明を行っている。

玄関に外部評価の内容が見れるように設置
している。

技能開発面談を行い、理事長、ホーム長、
主任、職員での話す機会を設けている。
令和３年度に入ったときには、職員の雇用
契約書などの変更が必要な部分での話し合
いがあった。

あぜかりでは、やる気がある職員は拒むこと
なく受け入れています。あとは本人の技量
や頑張り度をみて、職員各々に言葉を掛け
たり、リーダーや主任へ昇格などの話も行っ
ています。

指導に関しては、ホーム長やケアマネ、フロ
アの職員が随時指導を行っている。本人の
力量を見ながら指導している。
研修に関しては、同じ法人内ではあるが、リ
モートで実施している。

25 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

コロナ渦の為、リモートを使用して研修や会
議を行っている。お互い質問等があれば、そ
の場で意見交換を行っている。

施設での行事がコロナ渦で出来ていないの
が現状ですが、施設内でできるおやつ会を
実地している。本人が希望することは御家
族へ相談を行い、できるだけ希望に添える
ように努めています。

入居前に必ず見学をしてもらい、施設や母
体の清水病院の話しも含めて説明を行って
いる。その際に不安に感じることや疑問点に
もお答えしている。

あらかじめ頂く本人の情報や入居されてからの
状態によってその人に必要なケアを提供できるよ
うに努めている。他に皮膚科や歯科等が必要で
あればこちらでの対応も行っている。

施設内で一緒おやつつくりや洗濯物畳みな
ど出来ることを一緒に行いながら、暮らしを
共にする物同士の関係作りに努めている。

必要に応じて御家族へ電話を行い、相談や
近況報告を行いながら入居者を支援できる
ように努めている。何かあれば御家族へ連
絡を入れ信頼関係を築けるうように努めて
いる。

馴染みの物を施設に持ってきて頂いたり、
昔の話などを引き出すように努めている。
入居者の中には他者との会話が続かない
方がいるが職員が間に入りクッション役に努
めている。

26 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

入居者同士で会話が成り立たなかったり、
相性が悪い方もいるがその都度職員が間に
入りクッション役に努めている。

退所された方の御家族からの電話があった
り、施設へ立ち寄って下さる方もいます。必
要に応じて相談にもお答えするように努めて
いる。

本人の思いを引き出せる様に言葉掛けや要
望を聞くようにしている。ケアプランの方にも
反映するなどして少しでも叶えられるように
努めている。

入居前に本人の情報をもらい、生活歴や入
居に至る経緯等の把握を行っている。その
情報は職員全体にも共有している。

一人ひとりの１日の過ごし方は違うため、過
ごし方の把握やその人の有する力を見極め
ながら、できる活動はしてもらえるような誘い
出しなどを行っている。

ケアプランを作成しており、それに沿ったケ
アの提供を行っている。
本人の状態変化や要望等があればその都
度、話し合いプランの変更を行っている。

個人記録に日々の様子を記入し、変わった
様子等があれば職員や事務所でも共有する
ようにしている。新たな課題等あれば計画の
見直しを行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

入居者の中には、皮膚科や歯科受診が必
要な方も居る為、家族に相談した上で畝刈
付近の病院へお連れしている。

御家族の協力も得ながら支援を行ってい
る。

母体の清水病院がかかりつけ医になること
を御家族に納得してもらった上で、本人の状
態で何か変化等あれば密に連絡を取り合っ
て医療の提供が受けられるように支援して
いる。

ロジから看護師が週に４回来てくれるので、
入居者のことで変化や相談等があれば随時
報告を行っている。看護師のできる処置はし
てもらっている。

入居者の事は何かあれば病院とお互いに
報告、連絡、相談を行っている。短期入院が
入ることもあるが、入院中に異常がなけれ
ば退院されている。

重度化や終末期のケアは、緊急時の対応
が出来るように、母体の清水病院に任せて
いる。

月に一回の避難訓練、入居者の急変時の
対応などの訓練を定期的に行っている。
出来ていないところが有れば指導行ってい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を日常的に防火管理及
び消火、避難訓練等を実施することにより、全職
員が身につけるとともに、地域との協力体制を築
いている。
また、火災等を未然に防ぐための対策をしている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

コロナ渦から実地出来ていないが、消防の
方付き添いでの訓練、指導を行っていた。
通報訓練や消化器訓練を行っている。

各フロアで目標を立て、入居者目線で考え
ながら言葉掛けを行っている。また職員同
士の言葉遣いにも注意している。

重度化や終末期のケアは、緊急時の対応
が出来るように、母体の清水病院に任せて
いる。

入居者様の1日の過ごし方やペースを大切
にしながら支援を行っている。
1日ベッドにて過ごされる方もいる為、時には
訪室行い、言葉掛け等を行っている。

その人らしい身だしなみや季節にあった服
装が出来るように職員が一緒に服装を選ん
だりして支援している。

入居者様の出来ることを活かしながら準備
や後片付けをして頂いている。
おやつ作りでは、職員と入居者で一緒に
作っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

食べる量などは1人ひとり違うため、その人
に応じた量や食事の形状を考慮して提供し
ている。水分をあまり摂られない方も居る
為、時間を置いて提供している。

自力で口腔ケアを行えている方でも最終確
認を行っている。自力で出来ない方に関して
は介助を行い対応している。

失敗のある方に関しては、時間を見ながら
排泄誘導を行っている。本人の状態を見な
がら出来ることはして頂き、自立支援重視の
支援を行っている。

入居者によっては、水分摂取の促しや運動
や体操の促しを行っている。
何かあれば随時、清水病院と相談を行いな
がら対応している。排便がない時の指示も
あらかじめ頂いている。

入居者様のタイミングや体調に合わせて入
浴の順番を考えている。気持ちよく入浴が出
来るように言葉掛けの工夫を行っている。

日中、入居者様の状態を見ながら疲労感等
あれば休んで頂いている。よくベッドで休ま
れている方に関しては、夜間に休めるよう離
床を促している。

各フロアと事務所にお薬リストを持っており、
随時確認できるようにしている。
服薬に関しては、支援にて確実に服用が行
えているのかを確認している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

職員付き添いで外に散歩に出向いたり、塗
り絵やおやつ作りを行っている。

コロナ渦でピクニック等が実施出来ていない
が、4月にはコロナ感染者も落ち着いた為、
桜見ドライブに出向いた。

お金の管理は事務所で行うようにしている。

電話希望がある方には、事務所から家族に
電話を入れ話せるような機会を作っている。

季節を取り入れた掲示物を飾ったり、環境
整備は随時行っている。

ほとんどの方がホールにて過ごされており、
人によっては居室で自分の時間を大切にす
る人もいる。他者との交流も保てるようよう
に誘い出しや職員が間に入り対応している。

入居の際に馴染みのある物や好みの物を
持ってきて頂いて、少しでも入居者様が落ち
着いてもらえるように工夫している。
趣味や嗜好に添った支援も行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

日々、入居者様と関わっていく中で本人の
出来ること出来ないことを職員間で共有しな
がら自立支援に向けた支援を行っている。
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